
令和7年度（公財）日本バドミントン協会競技規則及び同大会運営規程ならびに

同公認審判員規程による。

男子はリーグ戦、女子はリーグ戦後、上位2チームによるトーナメント戦を行う

女子はトーナメント戦の結果次第で2位決定戦を行う場合がある

トーナメント戦は勝敗が決まり次第打ち切りとし、2,3位決定戦は行わない。

男子女子とも全て21点ゲームとしゲーム間に２分、各ゲームでどちらかが先に11点を

取った時点で１分を超えないインターバルを認める。

インターバル中アドバイスが出来るのは、ベンチ入りしている監督またはコーチの中で

合計３名以内とする。ベンチに入れるコーチ数は試合を行うコート数と同数までとする

重複出場は不可とする。

６年シングルス、４年シングルス、５年ダブルス、６年ダブルス、５年シングルス

の順に試合を行う。

ベンチ入りは選手１０名以内、監督１名、コーチ２名以内とする。

監督・コーチは（公財）日本バドミントン協会登録者で同協会公認審判員登録者とする

試合前の練習は初戦のチームのみ３分間行う。

連続して試合を行う場合は、前試合終了後５分以内にオーダー表を提出し、

前試合終了１０分後に試合を開始する。

勝敗決定後のメンバーチェンジを認める。

令和7年度（公財）日本バドミントン協会検定合格球を使用する

令和7年度（公財）日本バドミントン協会登録選手で同一クラブ選手で結成しているチーム。

監  督  会  議 ９時２０分から

審判は相互審判とする

１．各自の持ち物は、各自で責任をもって保管してください。試合中は、チームメートや保護者が管理し

　　て紛失盗難等がないように、お互い協力する。

２．競技中の負傷については応急処置のみで、その後の責任は主催者側で負いません。

３．昼食時間はもうけません。ゲームの進行に支障のないよう適宣各自で行ってください。

４．「ごみ」は各自で持ち帰ってください。

５．フロア内は土足厳禁です。
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